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要約

三機能体系がユーラシア・ネットワークの共同文化遺産であることが明ら

かになりつつある

東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

663年の冬至は六十甲子の始まりの日付に比定される

663年の冬至は最初の中日戦争であり、韓中日・東アジア三機能体系の起源

である。
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三機能体系がユーラシア・ネットワークの共同文化遺産であることが明らかになりつつ
ある

キム・ジョンミン博士『檀君の国カザフスタン』より
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東洋天文学の三機能体系

『黄帝内経』素問第67篇「五運行大論」には、黄帝の師である岐伯が

黄帝に告げる言葉の中に「大地は人の足の下にあるが、太虚（太虚；宇

宙）の中間で大気（大気）がこれを支えているため、風（風）・寒（寒

）・暑（暑）・湿（湿）・燥（燥）・火（火）が生じる」とある。

パク・ヨンギュ『立体五行』より
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

パク・ヨンスク『シャーマン帝国』より
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

パク・ヨンスク『シャーマン帝国』より
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

パク・ヨンスク『シャーマン帝国』より
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

チョン・テミン『星座に隠された我が歴史』より
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

チョン・テミン『星座に隠された我が歴史』より
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

チョン・テミン『星座に隠された我が歴史』より、天の市場景福宮
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

パク・ヨンギュ『立体五行』より、

父（父） 子（子）が垂直的に対応し

夫（夫） 婦（婦）が水平的に対応すれば中心に君（君）が位置し、君（君）が正しく進めるよ

う牽制する臣下（臣下）がいて補佐してこそ、長くその位（位）を保つことができるという五行

の原理
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663年の冬至は六十甲子の始まりの日付に比定される

パク・ヨンギュ『立体五行』より、
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663年の冬至は六十甲子の始まりの日付に比定される

パク・ヨンギュ『立体五行』より、

甲子時となる子時（子時）は真夜中で、我が国ソウルの反対側に位置し見ることができないため、AD663年12月22日09時20分を基準に、当時ソウルの北

東北に現れた現象のシミュレーション映像である。実際には太陽光のため見ることは難しいが、実際の位置を表記したものである。ここで北東北の四星

（四星；金星=venus, 土星=saturn, 水星=mercury, 火星=mars）は見えるが、木星であるJupiterが見えないのは、木星が地球の東側にあるためである

。なぜなら癸亥年・甲子月・甲子日の干支は水水年・木水月・木水日であり、方向では北北・東北・東北であって、4北2東（地球を含む）が成立するた

め、生まれた各地の干支（干支）を解釈すれば体質が分かる、ということが証明される。（ここでの方向は天球を基準とせず地球を基準とするため、決

して一直線になることはないが、地球の北東側で直線のように見えるという意味である。）
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663年の冬至は最初の中日戦争であり、韓中日・東アジア三機能体系の起源である
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663年の冬至は最初の中日戦争であり、韓中日・東アジア三機能体系の起源である
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663年の冬至は最初の中日戦争であり、韓中日・東アジア三機能体系の起源である

キム・イルグォン『高句麗の星座と神話』より イ・ジェソク『百済復興運動史』より、
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参考：三機能体系の現代的意味

三位一体 ラカン 型 運動 文明 意識形態 関係

天 聖霊 実在界 ○ I運動 日月文明
実在 -上帝

様
絶対者

地 聖父 象徴界 □ 一運動 草木文明 言語-神 父

人 聖子 想像界 △ 乙運動 利瑪竇文明
無意識 -人

間
子
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www.daejin.ac.kr

ありがとうございました
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